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グラウンドアンカーを効率的に点検
緊張力測定技術「VIBRES」を実用化

　応用地質は、中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋、国立大学法人
東海国立大学機構　岐阜大学と共同で、簡易で安価かつ安全なグラウンドア
ンカー緊張力の測定技術「VIBRES（ビブリス）」を開発しました。「VIBR
ES」は、アンカーをギターの弦に見立て、ギターのように直接弦を弾く代
わりに地表に露出したアンカーの先に特殊な加振装置を設置し、アンカーに
作用する振動（共振）を加速度計で測定してアンカーの緊張力を算定するこ
とにより、健全性を推定します。
　具体的には、アンカー頭部の引っ張り材余長部に小型バイブレータと加速
度計を設置し、小型バイブレータにより時間とともに周波数が高くなるスウ
ィープ振動を与えることで、アンカー緊張力が作用する引っ張り材（ＰＣ鋼
より線）の固有振動を励起（共振）させ、その固有振動周波数を読み取って、
弦の固有振動周波数と緊張力の関係の理論式から、アンカー緊張力を求めま
す。

　地中壁施工協会は、「安定液を用いる地中連続壁工法」の専門工事業者と、
地中連続壁に必要な材料、鋼構造物、特殊機械などを取り扱い供給する会社
との技術協力団体であり、地中連続壁工法の技術レベル向上と普及を目的と
しています。日本の地中連続壁を施工する技術は世界一であり、その代表的
な構造物が「東京湾アクアライン風の塔」「東京スカイツリー」です。近年
では「リニア中央新幹線」「原子力発電所防潮堤」などに使われ、優位性が
実証されています。次世代の社会資本整備に向け、世界的に最先端技術とさ
れる日本の地中連続壁技術を維持・発展させるため、専門技術者の育成、施
工システムの改良など技術力の強化を図り、専用資機材の円滑な供給体制を
整えて、皆さまの多種多様なニーズにお応えし、高品質な製品を提供します。

　「安定液を用いる地中連続壁工法」は、大深度地下構造物を構築するため
に不可欠な山留壁の代表工法であり、深度ｍの高精度施工が可能です。
　この工法は鉄筋または形鋼、コンクリートまたはソイルセメントを使い分
けられるため、設計思想に柔軟に対応できます。仮設の山留壁だけではなく
本設の地下外壁に利用でき、後で構築する梁、柱、壁など後打構造体と接合
する合成壁、せん断力や曲げモーメントに抵抗する耐震構造壁とすることが
可能です。また大きな鉛直力を支える基礎杭の用途にも対応します。

地下外壁・耐震壁・基礎杭に対応する
高機能な地中連続壁工法

地中連続壁工法技術講習会Web配信中　地中壁施工協会ホームページの特設サイトに
入場ください。本講演動画（YouTube）は無料で視聴できます。

世界一の地中連続壁施工技術で
地震や津波から社会資本を守ります

新型専用掘削機の導入

ＢＭＸ－型

　「ＢＭＸ－型」などの従来主力機に
加えて、国産新機種の東亜利根ボーリング
社製「ＣＭＸ－ＳＥ型」、ドイツバウアー
社製「ＣＢＣ型」を導入しました。「Ｃ
ＢＣ型」は懸垂式水平多軸回転掘削機で
ありながら、ホースドラムシステムを搭載
することで機動性が格段とよくなっていま
す。また、カッターに装備された傾斜計と
ジャイロコンパスにより、傾斜とねじれを
計測すること
で高い掘削精
度管理が可能
です。
　「安定液を
用いる地中連
続壁工法」は
「信頼と実績
の地中壁施工
協会」の会員
にご用命をお
願いします。

加速度計の構成

道路インフラの強靱化へ
　日本では戦後の高度経済成長期以降、全国各地で道路が整備され、切土・
盛土工事に伴って法面が数多く形成されました。法面の多くでは、大雨や地
震などによって引き起こされる土砂崩壊を防ぐために、表面をコンクリート
で保護するとともに、引っ張り材を地山に埋め込み、その引っ張り力（緊張
力）によって斜面の滑動を抑止するアンカー工が多数施工されてきました。
　アンカー工は、他のインフラ構造物と同様、時間の経過などとともに老朽
化し、機能が低下していく恐れがあるため、定期的にリフトオフ試験と呼ば
れる方法などによって残存する緊張力を測定し、健全度を点検しておく必要
があります。リフトオフ試験は、アンカー頭部に緊張ジャッキを設置して載
荷し、定着具が支圧板から離れ始めるときの荷重を測定することによって、
アンカーに作用している残存緊張力を求める試験法です。しかし、従来の方
法では１日あたりの試験可能なアンカー本数が４～６本と少なく、路線上に
施工された膨大な数のアンカーを点検していくためには時間と費用がかかる
ことが大きな課題でした。また、著しくさびたアンカーは、リフトオフ試験
の過程で破断し、地表に飛び出してくることで周囲に危険を及ぼす可能性も
ありました。
　「VIBRES」は、リフトオフ試験に比べて油圧ジャッキや仮設足場などの
大掛かりな機材が不要で、アンカーの引っ張り材を載荷することなく測定で
きることから、安価、効率的かつ安全にグラウンドアンカーの健全度を点検
することが可能となります。

１．ＳＷＰ工法のＣＶＴ効果（負圧伝播）
　スーパーウェルポイント工法（ＳＷＰ工法）は、地下水の流れの中にキャビティー
ション（ＣＶＴ）を発生させ、地下水の中に真空の部屋（正確には負圧による水蒸
気の空間）を作り出することによってスポット減圧ができる工法です。そのため、

①海岸や河川の中でも水位低下が可能であり、
②山留がある場合には内側のみにＣＶＴ効果を発揮させるため、外廻りの水位がほ
とんど低下しません。（沈下が懸念される場合には、コントロール空気圧で応力
荷重を変化させないQin-TAKO工法との組合せができます）

③ＳＷＰの応用技術にはＳＫＫ工法、ＣＶＴ地盤改良工法等がありますが、ＳＫＫ
工法においてはＣＶＴ効果による真空気化と衝撃波により土中のVOCs、油分等
の揮発性物質の除去（土壌浄化）が可能です。

④ＣＶＴ地盤改良工法においては、コントロール空気圧と振動ローラー等を用いる
とともに自動ＣＶＴ発生装置で時間継続してＣＶＴを発生させ、粘性土地盤の
早期の脱水、乾燥を進めて地盤改良の期間を短縮します。
　ＣＶＴ効果は地すべり現場、粘性土地盤改良、液状化対策（空気トラップ技術と
強度改良の両面）等でも有効です。

⑤ＣＶＴ効果を利用した技術は、世界で初めての技術で複数の特許で守られており
他社では出来ません。

　※要注意　（外見の類似した工法がありますが、ＳＷＰや関連工法等の効果は全
てこのＣＶＴ効果に基づくものです）

⑥その他の応用技術として火力を使用しないで木炭、炭、食品、穀物、汚泥等の乾
燥化技術があります。真空のみでＣＶＴを発生させる技術は低コストであり、カー
ボンニュートラルの切り札として多様化するこれからのニーズに応える技術にな
ると考えています。

　スーパーマンは「愛・地球」をテーマに愛する人の一生と未来の地球を守り抜き
ます。ウルトラマンは３分で勝負します。

⑦ＣＶＴ現象の解明を目的として、ＣＶＴ研究会が年に発足しました。
　ＣＶＴ研究会の入会資格、会費等一切ありません。興味のある方は㈱アサヒテク
ノまでご連絡下さい。ＣＶＴ研究発表、現場見学等随時案内させて頂きます。
２．SWPの採用例
　・大型水門工事（海岸、河川等）、大気圧条件下での橋脚工事、大深度低圧ケー
ソン工事（⇒Qinニューマチック工法として開発）

　・下水道処理場、ポンプ場、建築立坑等の山留め内の水位低下
　この場合には外回りの水位はほとんど低下しない。
　・その他、SWPは地滑り対策などさまざまな地下水対策として有効
　・また外回りの水位低下防止、コントロールにはQin-TAKO工法が有効
３．地下水完全復水工法 V.P.R.W工法
　SWPとの組み合わせで揚水する地下水をできるだけ酸化（さび）させず、圧力
注入とハイウェイ洗浄で完全復水する。

アンカーをギター弦に見たてた「VIBRES」のイメージ
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